
平成™š年�月™˜日 火曜日 第œœŸ—号官 報
住
所
埼
玉
県
深
谷
市
常
盤
町
7
0番
地
3
1

林
久
允
昭
和
2
1年
８
月
７
日
生

林
英
信
平
成
元
年
３
月
１
日
生

住
所
埼
玉
県
草
加
市
中
根
１
丁
目
１
番
１
`
1
4
1
6号

ケ
イ
・
エ
ム
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ザ
ッ
ク
昭
和
3
2年

２
月
2
8日
生

モ
ク
ス
ダ
・
ヤ
ス
ミ
ン
昭
和
4
1年

1
2月

2
4日
生

サ
ラ
・
ハ
ッ
サ
ン
平
成
1
2年
３
月
1
2日
生

シ
ア
ン
・
ハ
ッ
サ
ン
平
成
1
4年
６
月
2
7日
生

住
所
広
島
県
東
広
島
市
安
芸
津
町
三
津
4
3
7
5番
地
1
6

辛
小
百
合
昭
和
5
7年
１
月
６
日
生

住
所
愛
知
県
岩
倉
市
本
町
神
明
西
６
番
地
６

馬
D
世
昭
和
4
8年
１
月
2
4日
生

住
所
愛
知
県
一
宮
市
本
町
４
丁
目
７
番
１
号

李
実
昭
和
3
5年
９
月
４
日
生

住
所
名
古
屋
市
名
東
区
亀
の
井
１
丁
目
1
8番
地

Ô
良
江
昭
和
4
7年
１
月
2
2日
生

住
所
愛
知
県
西
春
日
井
郡
豊
山
町
大
字
豊
場
字
中
之
町

2
4番
地
２

金
X
二
昭
和
3
8年
６
月
2
1日
生

金

昭
和
4
2年
７
月
2
1日
生

金
宏
佳
平
成
６
年
８
月
2
0日
生

金
C
輝
平
成
８
年
５
月
2
1日
生

金
恭
市
平
成
1
1年
２
月
1
2日
生

住
所
名
古
屋
市
守
山
区
大
森
１
丁
目
1
4
0
5番
地

金
仁
美
昭
和
5
7年
３
月
2
0日
生

住
所
名
古
屋
市
名
東
区
極
楽
５
丁
目
1
2
8番
地

Ô
明
子
昭
和
2
9年

1
1月

2
0日
生

Ô
奈
々
昭
和
5
0年
９
月
１
日
生

Ô
一
昭
和
6
1年
９
月
2
0日
生

住
所
名
古
屋
市
守
山
区
森
孝
１
丁
目
1
0
7番
地

金
節
子
昭
和
3
6年
１
月
2
6日
生

二
^

保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
南
牟
婁
郡
紀
宝
町

桐
原
字
横
平
一
二
三
の
一
、
阪
松
原
字
原
ノ
元
五
五

一
の
一
、
字
上
野
八
一
一
、
八
一
二
、
一
〇
四
八
、

字
熊
谷
八
八
七
、
一
〇
三
三
か
ら
一
〇
三
六
ま
で
、

一
〇
四
五
か
ら
一
〇
四
七
ま
で
、字
山
田
一
〇
五
〇
、

一
〇
五
四
か
ら
一
〇
五
九
ま
で
、
一
〇
五
九
の
一
、

一
〇
六
〇
、
一
〇
六
一
、
一
〇
六
一
の
一
、
一
〇
六

二
の
一
、
一
〇
六
二
の
二
、
一
〇
六
六
、一
〇
六
七
、

一
〇
六
八
の
一
、
一
〇
六
九
、
一
〇
七
〇
の
一
、
一

〇
七
〇
の
二
、
一
〇
七
一
、
一
〇
七
二

_

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

`

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に

よ
る
。

字
上
野
八
一
一
、
八
一
二
、
一
〇
四
八
、
字

熊
谷
一
〇
四
五
・
一
〇
四
六
・
字
山
田
一
〇
五

〇
・
一
〇
五
五
・
一
〇
五
六
（
以
上
五
筆
に
つ

い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
〇
五

七
]

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る

伐
採
種
を
定
め
な
い
。

^

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

_

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
三
重
県
庁
及
び
紀
宝
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
三
号

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
補
助
の
暫
定

措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
百

五
十
二
号
）
第
九
条
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
災
害
に

か
か
っ
た
農
地
に
代
わ
る
農
地
を
造
成
す
る
の
に
要
す
る

標
準
的
な
費
用
の
額
の
算
定
方
法
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
三
年
六
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

都
府
県
に
あ
っ
て
は
、
六
・
一
六
五
八
千
円
に
被
災

農
地
の
傾
斜
度
を
乗
じ
て
得
た
額
に
一
七
四
千
円
を
加

え
、
こ
れ
に
一
・
五
五
〇
を
乗
じ
て
得
た
額
に
復
旧
す

べ
き
農
地
面
積
を
乗
ず
る
も
の
と
す
る
。

二

北
海
道
に
あ
っ
て
は
、
三
・
一
一
六
八
千
円
に
被
災

農
地
の
傾
斜
度
を
乗
じ
て
得
た
額
に
三
八
千
円
を
加

え
、
こ
れ
に
一
・
五
五
〇
を
乗
じ
て
得
た
額
に
復
旧
す

べ
き
農
地
面
積
を
乗
ず
る
も
の
と
す
る
。

三

一
及
び
二
に
お
い
て
、
被
災
農
地
の
傾
斜
度
は
度
単

位
（
度
未
満
は
切
り
捨
て
る
。）と
し
、
復
旧
す
べ
き
農

地
面
積
は
ア
ー
ル
単
位
（
小
数
点
第
四
位
以
下
は
切
り

捨
て
る
。）と
し
、
算
定
さ
れ
る
金
額
は
千
円
単
位
（
千

円
未
満
は
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第

九
百
四
十
一
号
（
災
害
に
か
か
っ
た
農
地
に
代
わ
る
農

地
を
造
成
す
る
の
に
要
す
る
標
準
的
な
費
用
の
額
の
算

定
方
法
を
定
め
る
件
）
は
、
廃
止
す
る
。

３

こ
の
告
示
は
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
以
後
に
発
生

し
た
災
害
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
適
用
し
、

同
日
前
に
発
生
し
た
災
害
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

北
海
道
札
幌
市
南
区
定
山
渓

温
泉
東
三
丁
目
二
四
五
の
一
・
二
五
六
の
一
（
以
上
二

筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
北
海
道
庁
及
び
札
幌
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一
^

保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
南
牟
婁
郡
紀
宝
町

平
尾
井
字
ゴ
ザ
イ
シ
二
七
五
の
三
、
大
里
字
取
戸
一

一
五
〇
の
一

_

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

`

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

]

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

^

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
津
市
美
杉
町
太
郎
生

字
溝
田
二
八
八
、
二
九
六
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

溝
田
二
八
八
・
二
九
六
の
一
（
以
上
二
筆
に

つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
三
重
県
庁
及
び
津
市
役
所
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

鳥
取
県
日
野
郡

江
府
町
大
字
御
机
字
細
谷
七
四
四
の
一
一
・
七
四
四
の

二
〇
か
ら
七
四
四
の
二
二
ま
で
（
以
上
四
筆
国
有
林
）、

七
四
四
の
九
、
七
四
四
の
一
四
、
七
四
四
の
一
五
、
西

伯
郡
伯
耆
町
岩
立
字
桝
水
高
原
四
の
二
四
、
四
の
二
六

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

�
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